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夕暮れから夜間にかけて、歩行者が車にはねられ、尊い命を亡くすという事故が増加する傾向があります。先

日、中津市においても夜間に高齢歩行者が車にはねられ亡くなるという、悲しい交通死亡事故が発生しました。

このような交通事故を起こさないよう、中津市では「市報なかつ」や「中津市ホームページ」等での注意喚起を

行っているところですが、報道の皆様にもぜひ市民の皆様への注意喚起にご協力いただきますよう、お願いいた

します。 

なお、大分県でも、12 月 15 日から 24 日までの間『おおいた冬の事故ゼロ運動』を展開し、交通死亡事故防

止に努めています。 

高齢者を交通事故から守るには！！ 
①暗くなって外出する際は、明るい服を着て反射材を付けましょう。 

②道路を横断する場合は、横断歩道を利用し、左右の確認をしましょう。 

③道路の斜め横断は、やめましょう。 

④運転者は『意識して』わき見運転をしないようにしましょう。 

⑤夕暮れ時は、早めのヘッドライト点灯に務め、ハイビームを活用しましょう。 

 

運転者は早めのヘッドライト点灯やハイビームを活用しましょう！ 

歩行者は反射材用品を活用しましょう！ 

 

■問合先 生活環境課 担当：中春 

TEL：0979-22-1111（内線 301） 



平成2８年 実施要綱

1 目的
年末には、人や車の動きが慌ただしくなり、冬型の気候による道路凍結や飲酒の機会の

増加により交通事故の多発が懸念される。そこで、広く県民総ぐるみの交通安全運動を
展開し、県民一人ひとりが交通安全意識を高め、交通ルールの遵守と正しい交通マナーを
実践することにより、交通事故防止の徹底を図ることを目的とする。

２ スローガン
「おこさず あわず 事故ゼロ」

３ 期 間
平成２８年12月15日（木）から平成２８年１２月２４日（土）までの１０日間

４ 運動の基本
高齢者の交通事故防止

５ 運動の重点
○ 夕暮れ時と夜間の交通事故防止
～早めのヘッドライト点灯・ライトアップ走行、反射材の着用～

○ 飲酒運転の根絶～飲んだらのれん～
○ 追突事故の防止～３秒の車間距離～

６ 運動の実施事項
裏面のとおり

７ 運動の推進方法
(1) 推進機関・団体は、相互に連携を密にして、地域及び職域の実情と特性に即した具体
的な実施計画を策定し、効果的な交通安全活動を展開する。

(2) 推進機関・団体は、本運動の具体的推進事項をそれぞれの組織に周知徹底させるとと
もに、県民参加型の「県民総ぐるみ運動」として盛り上がるように努める。

８ 運動期間中の取り組み
(1) 一斉街頭啓発

１２月１５日（木） 早朝又は夕刻街頭啓発
１２月２０日（火） 早朝又は夕刻街頭啓発

(2) 実施要領
○ 横断幕・のぼり旗・プラカード等啓発用品や広報車を活用した広報啓発を行いま
しょう。
○ 歩行者、特に高齢者に対する保護・誘導活動を行いましょう。
○ 運転者の交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を呼びかけましょう。

大分県交通安全推進協議会



高齢者の交通事故防止
【運転者は】
○ 歩行中の高齢者や高齢運転者に対して、思いやりのある運転をしよう。
○ ７０歳以上の方は積極的に、「高齢運転者標識」を付けよう。
【歩行者は】
○ 早朝・夜間・夕暮れ時の外出時は、明るい服装で反射材を身につけて歩こう。
【家庭・地域・職場では】
○ 高齢者を中心とした参加・体験型交通安全教室を積極的に開催しよう。
○ 高齢者に対して、街頭での交通指導や保護誘導活動を実施しよう。
○ 高齢者が安心して通行できる交通環境を確保するため、交通安全点検を行おう。

夕暮れ時と夜間の交通事故防止
～早めのヘッドライト点灯・ライトアップ走行、反射材の着用～

【運転者は】

○ 交通混雑や視認性の低下などによる夕暮れ時の危険性を認識し、慎重な運転を心がけよう。

○ 車も自転車も早めにヘッドライトを点灯させ、特に車はこまめなライトの切り替えでライト
アップ（ヘッドライトのハイビーム）走行を励行しよう。

【歩行者は】
○ 明るい服装で、反射材を身につけて歩こう。
○ 道路を横断するときは、十分に左右の安全を確かめて横断歩道を渡ろう。
【家庭・地域・職場では】
○ 夕暮れ時の危険性や早めのライト点灯効果について啓発しよう。
○ ドライバーから発見されやすい反射材の着用を徹底しよう。
○ 地域や職場で「早めのヘッドライト点灯」「ライトアップ走行」を推進しよう。
○ 下校時の交通安全指導を徹底するなど、夕暮れ時の交通事故防止を徹底しよう。

飲酒運転の根絶 ～飲んだらのれん～
【運転者は】
○ 「飲酒運転は絶対にしない」を徹底しよう。
○ 二日酔い運転も絶対にやめよう。
○ 自転車も車です。飲酒運転は絶対にやめよう。
【同乗者は】
○ 酒を飲んだ人には、絶対に車の運転をさせないことを徹底しよう。
【家庭・地域・職場では】
○ 広報紙・有線放送等の広報媒体を活用して、積極的な広報啓発に努めよう。
○ 安全運転管理を徹底し、「飲酒運転をしない・させない」職場環境を醸成しよう。
○ 「ハンドルキーパー運動」の周知徹底を図ろう。

追突事故の防止 ～３秒の車間距離～
【運転者は】
○ 前車と３秒の車間距離をとり、心にゆとりを持った運転を心掛けよう。
○ 運転中は、携帯電話の電源を切るか、ドライブモードに設定しよう。
【同乗者は】
○ 十分な車間距離が取れているか確認し、追突事故を起こさせないよう、運転者に必要なアド
バイスをしよう。

【家庭・地域・職場では】
○ ３秒の車間距離の重要性と効果について話し合い、追突事故防止のための声掛けをしよう。
○ 朝礼や会議等の機会を利用して、３秒の車間距離を啓発しよう。
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